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中
央
龈
行
設
立
論
者
亦
以
て
慰
む
る
を
得
ん
か
。

終
に
斯
法
の
實
施
於
海
外
に
及
ぼ
す
影
響
に
至
つ
て 

は
、
|4

、
間
接
に
瓦
ー6

て
頗
る
多
岐
な
る
？
の
あ
る
べ
し 

と
雛
名
其
最̂p

箸
明
な
る
：

c
p

の
は
、
IE

貨
の
*
大
保
有 

者
允
る
ベ
き
此
準
備
艱
行a
法
律
上
外
國
に
支
店
を
開 

設

fe

べ
き
ど
以
て
從
來
米
國
銀
行
界
に
あ6

て
*

?
 

不
振
な
6

し
外
國
爲
替
業
務
财
盛
行
せ
ら
る
、
に
至
る 

ベ
き
の
み
な
ら̂

、
瑰
今「

n

1

ル
、

w 

Iン
^
髟
式 

に
依
6

、w
a
u
s
t
r
e
e
t
.

lc

吸
引
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
彼
の 

E

大
.な
る
銀
行
資
金
财
其
方
向
を
歡
匕
て
商
業
手
形
割 

引

資

金

に

傾

向

し

來

る

べ

き

は

:#
し

明

白

な

る

於

故

に 

ラ
プ
^

^

搬
^

^

し
く
待
望
し
熱
心
に
誘
掖
し
つ
、 

あ
る
手
形
引
受
桊
亦̂

蔚
然
と
し
で
.
.へ
ド
ソ
ン
，»
頭
に 

'起
6

'
紐

育

於

世

界

最

重

要

の

，
手

形

市

場

^

る

の

日
 

或
は
到
來
す
る
な
き
を
必
す
べ
か
ら3'
'

る
に
あ
ら
ん
？ 
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>

H
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o
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-

で
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g
>
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H
K)
7'
參

照

)  

•

.

怫

國

の

失

業

保

險(

上)

杉

琢

磨

I

失
業
勞
歡
者
救
癖
組
織i

し
て
の
所
謂「

•/
/

ン」

式
挪 

I

肋
制
度
の
價
値U

就
て
f
ttl
i

旣
に
定
評
の
存
す
る
所
な 

6

、(

本
制
度
の
詳
細
に
就
て
は
法
擧
協
會
雜
誌
第
！

一

九 

卷
第.一

ニ
號
、
拙
稿1
ガ.

ン」

市
に
於
け
る
失
業
者
救
濟 

制
度
の
大
要
、
參
照}

佛
蘭
西
は
實
に「

ガ
ン
式
制
度
を. 

廣
く
國
家
的
に
採
用せ
る
最
勒
の
邦
國
に
しV、

同
國
議 

一
會
は
千
九
酉
五
年
初
め
て
此
目
的
の
爲
に
十

j

萬
法
の_ 

豫
算
を
通
過
し
同
滕
に
該
金
額
は
失
業
救
助
金
と
し
て 

よ
^

^

寧
ろ
主
と
し
て
勞
働
者
の
自
助
心
を
基
礎
i

す 

一
る
任
意
失
業
保
險
の
獎
勵
費
と
し
て
之
を
使
用
す
ベ
き 

~

こ
と
を
決
議
し*

6

、
而
し
て
此
の
如
き
中
央
政
麻
の
，

措
置
は1

方
に
於
て
地
方
政
府
の
她
方
基
金y
if

す
る 

同

一

制
度
の
採
用
を
促
すA

共
u

\
.
他
方
に
於
て
勞
働 

組
合
其
他
之
と
同
種
：の
機
關
を
し
て
新
に
多
數
の
失
業 

甚
金
を
設
立
せ
し
む
る
に
至
れ6
1

し
千
丸
百7

一
年
に 

«

'
;̂
i

®

^

^

'i

肩
®

^

樣

作

朦

佛

斧

：一：

,
働
龃
合

^
於
け
么
失
業
救
濟
組
織
は
他
の

H

業
諸
國

0 

そ
れ
に
比
し.て
賴
る
遜
色
あ
ろ
し
事
明.に
しy

、
佛
國 

政
府

^
此

調

赍

後

幾

く

名

な

く

し

て

上

，述

の

如

き

補

助 

し
以v

失
*
#

濟
の
發
進
を
獎
勵
す
る
に 

至
れ
る
は
實
に
此
缺
陷
を
鄕
は
ん
と
す
る
の
目
的
に
出 

で
^
かU

.

外
な
ら
3 '
'
る
5 3
:

6。

是
ょ
6

先

き

佛

镯

勞

働

局

は

，失

業

救

助

事

業

(R
e

lie
f-

w
o
r
k
,

 

D
i
s
t
r
e
s
s
-
W
o
r
k
'
N
o
t
s
t
a
n
d
s
a
s
b
e
i
t)

の
爲
め
に 

.
毎
年
，十
萬
法
以
上
の
：豫
算
を
計
上
す
•る
市
町
村
い
就
て 

調
査
し
、
午
八
百
九
十
六
年
を
以
て
之
财
結
巣
を
公
表 

せ
る
が
此
報
吿
に
依
れ
ば
各
市
町
村
に
於
て
行
は
る
、 

失
業
救
濟
事
業
は
極
め
て
區.々
に
瓦
.6

、'

或
は
單
に
雪 

搔
皆
#

く
'ft

永
割
等
の
如
き
單
純な
る

事
業
の
み

を

提 

M
t
i
o
s
k
或
は
公
園
の
改
造
、
共
有
地
の
開.
 

碧

他

め

芦
'#

土
木
業
務
を
提
供
せ
る
名
の
あ6

、
.尙 

.

宫
公
縣U

出
.
4

 V

行
は
る
V

此
穂
の
事
業
の
外
に
私̂
, 

の
慾
单
齡
機
關
に
於v

 

g

亦
之
i

w

欉
の
事
業
を
行
へ

97

然
怍
共
此
等
は
一
肺
的
失
業
に*

因
す
る
危
險
に
對 

雜 

錄

す
る

®

府
若

{

»

: «

善
機
關
の.

事̂

^

濟
に
しV

何
^

 

1 C
W

す
る̂

p

^ >
^

あ̂

m
\。

失
橥
期
間
に
對
す
る
豫
備
に_
す

る
^'
働

者

自

身

の 

努
カ
は
主
と
し
て
勞
働
組
合
に
於
け
る
失
業
救
濟
基
金 

j

に
依

-
て̂
行
は

.る
>
所
に
し
て
此
種
，の
自
助
的
任

®
!
 ̂

金
は

«
國
に
於
て
《
比
較
的
近
拇
の
創
設
に
係

6
、
英 

獨
に
於
け
る
そ
れ
の
如
く
未
だ
發
進
せ
す
、
千
八
百
九 

十
四
年
の
佛
國
勞
働
局
調
査
に
依
れ
ば
當
塒
佛
國
に
於 

け
る
勞
働
組
合
中
其
失
業
組
合
員
に
對
し

y

失
業
救
濟 

を
行
へ
る
は
僅
に
八
十
七
組
合
に
し
て
其
組
合
員
數
は 

1

萬
六
千
ニ
百
五
十
名
に
過
ぎ
次

6
き
、
次
で
行
は
れ 

-f
c
る
千
允

.百11

年
の
第
二 

_調
査

t
依
汴
ば
勞
働
組
合 

の
失
業
基
金
數
は
三
一
〇
に
し

y

此
中
約
半
數
は
印
刷 

組
合
の
地
方
的
組
織
に
屬
せ6
、
而
し
て
勞
働
組
合
に 

於
て
失
樂
救
濟
金
を
受
け*
る
勞
働
者
の
數
は
五'%を 

j  

S
や
梦
、
且
つ
印
刷
組
<
ロ
の
場
合
を
除
く
外

r

失
業
基 

’
金

-は
何
れ

$
她
方
的
組
合
に
於
て
の
み
組
織
せ
ら
れ

'f
c 

、
印
刷
組
合
に
於
冰
る
失
業
^
®
に
對
す
る
掛
金
は 

七
五
法
な
る
？
其
他
の
組
合
の
大
多
數
に
ぁ

6 V
、

5

1

ヨ



,

9
 

.

は
此
等
の
褂
金
は1
箇
月
五
十
仙»

茔
一
法
の
間
を
昇.
r 

降
し
ヽ
艾
救
濟
金
は
印
刷
組
合
の
場
合
に
は
一
日
ニ
法
、

其
他
の
場
合U

於
5

.

1

法
乃
至
ニ
法
の
間
を
上
下
せ 

.

.

6

、
馨
金
支
娜
期
間
は
印
刷
組
合
に
あ
ろ.て
t

e

l

箇

| 

年
®

に
於
て
三
十
日
乃
至
六
ホ
日
に
し
て
其
他
の
龃
合

\ 

に
あ
6

て
名
其
大
多
數
は
之
と
略
同
機
な
る
名
、
こ

三

j 

の
組
合
に
於
て
は
九
十
日
以
上
に
上
れ
る
名
の
あ
み
ノ
、

一
 

,

右
三
W

十
紐
合
中
組
合
財
產
狀
況
を
報
告せ

翁

の
は

一
 

一！

百
八
十
五
組
合
に
し
<

、
其
組
合
員
數1

1

莴
八
千 
一j 

、
W

九
名
經
費
總
额
二
十
ニ
萬
六
百
四
十
八
怯
を
算
し
、

一
 

•

此
中
十
八
萬
八
千
九
百
四
十
法
は
失
業
者
救
濟
の
爲
に

(( 

費
さ
れ̂

る̂

p

の
な
6

、
而
し
て
一j

百
八
十
五
基
金
中\ 

千
九
百
ニ
年
末
に
於
て
剩
餘
金
若
く
は
準
備
金
を
生
せ
一 

る̂

P

の
は
僅
に
六
十
八
組
合
に
過
ぎ
次6

き
。

| 

以
上
略
述
せ
る
調
査
報
告
は
當
塒
に
於
け
る
佛
國
勞
一 

働
龃
':
'

#

の
失
業
者
§

組
織
舣
英
獨
の
そ
れ
に
此
し
て. 

如
何
に
幼
稚
な6

し
や
を
語
6

て
餘
6

あ
る
.

；；3=
の
.に
し 

て
佛
_
高
等
勞
働
會
議
は
此
調
査
の
結
果
と
し
て
失
業 

救

濟

業

獎

厕

の̂

法
を
碑
究
す
る
に■
決
し
5f
e

づ
其
溃

置

委

員

會

に

對

じ

て

座

の

間

題

の

調

赍

報

告

を

命

せ

ろ
 

1

、
：官

憲

、
殊

に

中

夹

政

府

は

、
故

意

に

基

於

次

る

失
 

.

業

者

の

救
濟
を
目
的
と
す
る
基
金
の
發
達
を
獎
勵 

ず

べ

き

や

否

や

、

ニ

、

若

し

獎

勵

す

ベ

し

と

せ

ば

之

に

對

す

る

最

善

の
 

方

法

如

何

、

.

常

置

委

員

會

は

此

問

題

の

研

究

に

約

j

ヶ

年

を

費

し
 

f c
る

後

、

千

九

百

4〗

|
年

を

以

<
其

調

靈

報

告

を

提

出

し
 

失

業

救

濟

機

關

^

對

し

て

政

麻

の

執

る

ベ

き

態

度

に

就
 

て

七
.
ヶ

條

の

意

見

を

發

表

せ

6

0 

ronseii S
u
perienr d

n

 

Travail, 

c
o
m
m
i
s
s
i
o
n

 

p
e
n
r
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e
n
t
e
’ 

L
e
s

 

c
a
i
s
s
s
d
e

 

c
h
d
m
a
g
e
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P
a
3 -
W
Q
0
3.

高

等

勞

働

會

議

は

此

報

告

に

對

し

V

前

後

七

囘

に

瓦
 

る

會

議

を

開

き

審

議

を

重

ね

^

る

結

果

、

原

報

告

に

#
 

し

て

多

少

の

修

疋

を

加

へ

、

之

を

以

て

勞

馨

議

の

確
 

定

議

と

な

せ

6

、

今

其

要

領

を

擧

ぐ

れ

ば

左

の

如

し

；、

.

一
、

本

#

議

へ

高

等

勞
«

#

*

ヽ

以

下

傲

之

一

は

、
失

業
 

救

-'
»

に

關

ず

る

機_

の
：設
'立

及

改

；良

は

:#
れ

の

點

':

よ
6

歡
る
名
®

る
望
令
し
き
事
に
し
て
.且
つ
政
府 

に
於
て
之
を
獎
勵
す
べ
き
名
の
な6
と
思
考
す 

ニ
、
本
會
議
は
左
の
意
見
を
表
明
す
、 

(

ィ)

失
業
救
助
に
對
す
る
地
方
基
金
は
市
に
於
て 

之
を
補
助
す
ベ
し 

(

a )

補
助
金
は
地
方
に
存
在
し
且
つ' 
一
般
的
條
件 

を
具
備
す
所
の
總
<

の
失
業
基
金
に
之̂

分
fi
t 

す
べ
し

{

C

此
等
の
各
基
金
に
#
す
る
通
常
補
助
金
年
額 

.

は
當
該
組
合
の
正
組
合
員
に
侬6

<
娜
込
ま
れ 

*
る
掛
金
額
を
趣
過
す
可
ら
す

三
、
本
會
議
は
、
地
方
基
金
は
ニ
三
の
市
に
於
て
組 

織
せ
ら
れ
女
る
貯
菩
及
救
濟
機
關
に
關
す
る
基
金 

i

同
様
の
方
法
に
依6

ズ
各
輝
の
普
通
勞
働
會«
 

商
業
會
議
所
、
傭
主
組
合
等
の
.園

體

亦

一 

定
の
補
助
金
を
受
く
ベ
し
との
意
)1
を

表
明
す

四
、
本
會
識
は
、
失
業
基
金
を
補
助
す
る
事
は
傭
主 

の
義
務
な
ろ
と
信
ず
。

五
、
國

庫

麗

の

場

合u

就

V

は
、
本
會
議
«
故
意

に

傲

ら

^

る

失

業

者

に

對

じ

職

業

緻

介

業

を

瞥

ひ
 

勞

働

組

合

失

業

基

汆

若

/
、
は

其

他

の

基

金

に

し

V

 

其

組

織

の

效

カ

に

づ
t

疑

あ

る

^p

の

に

對

し

て
.
は 

認

可

制

度

を

採

用

す

る

の

要

あ

ろ

と

信

ず

、

國

庫
 

補

助

は

將

に

失

業

者

の

*

#

の
«

»

lc
充

て

ら

る
 

る

を

要

し

、

其

金

額

は

各

基

余

杧

つ

き

當

該

年

两
 

に

支

出

せ

ら

れ

杧

る

旅

#

l i
額

の

五

〇

%

を

龆

過
 

せ

^

る
^p

の
*

る
べ
し
ノ

六

、

本

會

議

は

國

家

若

く

は

縣

の

補

助

金

は

失

業

救
 

濟

金

を

設

備

す

る

勞

働

者

の

基

金

に

し
て
地

方

的
 

な

ら

3 '
'

る

？

の

、

卽

ち

其

組

合

員

が

一

地

方

全

®
 

若

く

は

佛

蘭

西

全

鄧

を

包

含

す

る

爷

の
.
に

對

し
-
• 

與

へ

ら

る

ベ

き

，

P

0
な

6
i
s

考

す

。

七

、

要

之

、

本

會

議

は

、

國

家

«

補

助

金

交

付

其

他
 

の
方
法
に
依

6

-C
失

業

救

助

機

關

の

設

立

及

8

 

の

爲

ic
干

與

す

ベ

き

%

の

な

6

と

の

意

見

を

有

す

八
、
本
會
議
は
將
に
左
の
意
見
を
有
す

(

ィ〕

失

業
者
に
與
へ

ら

る

、

失
«

者

救

»

金

は

當
 

該

失

業

者

が

其

職

業

ょ

6
得

る

普

通

收

入

の

半



額
を

®
過
す

-可
ら
，

(

口)

或

J  

®

の
期
蹄
に
於
てI

人
の
勞
働
者
に
給 

與
ん
得
ぺ
き
失
業
救
濟
金
額^

就
v

,
tt
*

f

ra 

限

變

定

：む

^
し

 

、

一一

广,)

顧

業
め
缺
艺
の
爲

：
y
*

ベ
ら

る

べ

き

失

業

救

一

 

濟
金
に
^
^
る
計
算
は
營
該
基
金
を
創
設
せ
る

I 

機
關
の
總
て
の
他
の
費
：用.
の
計
#
と
全
然
之
を 

區
别
す
べ
し 

.

ン

九
、_

_

は>
 

失

.業

保

險

機

關

.に

關

す

る

立

法

に

.一
 

就

.
て

特

別

調

査

..
|:

開

始

す

る

，
の
.要

あ

る

を

認

む

|  

(

以
上
述
べt

る

决

議

.の

詳

細

は 
c

o
i  

s
n

p

fNr
is

r

 

d
u

 

T
r
a

v
a

il,  

D
o

g
l

ぎie

 

se
-

s
§
n
,

§
v
.
 1

9
0

3
.  

(P
a

lis
,  1904

)  

.p
.  219

 

以

卞

‘に
 

\ 

.
'あ

ろ

就

V

見

る

べ

し

)

' . 

j

之
を
要
す
る
に
此
確
定

_

の
主
眼
と
す
る
所
は
、

「

地

|

 

方
機
關
に
就
て
は
地
方
官
廳
1 C

於
て
之
を
補
肋
す
ベ
く
一 

B

民
‘

的
機
關
若
く
は
少
な
く
と

1

國
の
一
部
以
±
を

€

 

擁
す
る
機
關
に
就
て

.

は
中
央
政
府
に
於.

て
，之

を

補

助

す. . 

ベ
し
と
云
ふ̂

^

^

、̂

办
- #

賓
等
勞
働
#
«
は
一
方

一
 1

0
 

,

に
於
て
政
府
補
劢
制
度
を
主
張
せ
る
と
同
雜
に

1
^
.
に 

於
て
國

0
:エ
.
業

に

就

て

直

接

利

害

關

係

を

有

す

る

國

體
 

例

へ

ば

傭

主

鈕

合

、
.
商

藥

會

議

所

個

々

の

傭

主

等

に

於 

て
名
國
家
と
.同
ヒ
く
此
の
如
き
機
關
の
維
持
に
對
し
て 

相

當

醵

出

す

べ

き

名

の

な

る

事

を

；認

め

6̂

0

!£
.此
決
議
斯
約A
年
5
5千
八
西
九
十
六
年
十
ニ
'月
-ニ
十
.
-
|
日
.-
に
^
、 

て
高
馨
勞
働
會
讅
は
失
業
救
助
都
^
亿
よ
る
失
業
潘
救
濟
間
妞
亿
就 

r汰
議
を
.̂
し
把
る
都
為̂:2® 、

此
決
讅
に
於
て
は
失
_
の
危
險
に 

對
3
る
勞
擲
者
の
自
助
的
任
意
版
險
亿
就
て
は
何
等
言
及
せ
る

aな

此
決
議
は
頗
る
重
要
な
る3

の
に
し
て
、
翌
年
制
定 

せ
ら
れ
把
る
失
業
基
金
國
庫
補
助
規
則
に
よ
6

て
_殆
ん 

ど
其
全
部
を
實
行
せ
ら
る
、
に
至.れ
6

。

次
に
失
業
保
險
制
度
め
#

殳
に
就
て
政
府
の®
«r

を 

得
ん
と
す
る
議
會
の
努
力
は
先
づ
千
/1

百
九
十
ー
二
年
十 

ニ
月
の
法
案
に
よ6
V

開
始
せ
ら
れ̂

6

、
此
法
案
は 

失
業
救
濟0

爲
に
.五
百
萬
法
を
支
出
し
、
，勞
働
組
八
ロ
連 

合
#'

しV
*

方
官
廳
を
し
.て

：

之
於
分
酿
を
行
は 

し
む
石
事
を
叔?:
-#

脅

子
ふ
-5
:

せ
る
デ
0

な
.々

し
, f

、

101

f e
法
索
は
其
提ff

l
-後
約
一
箇
月
を
經
ズ
遂.に
否
決
せ
、ら

. 

れ
*
み
，、
次
で
千
八.百
九
十
四
年
十
月
、
失
業
勞
働
者 

救
壽
委
員
會
に
對
し
て
四
千
萬
法
を
支
出
せ
ん
と
す
る 

の
法
案
舲
下
院
議
員
の
：

1

冒

ょ

み

て

樵
出
せ
ら
れ
t

 

る
事
あ
る
名
、
之
れ
亦可
，決
せ
ら

■る
.、
に

8
ら
次

6
き
、\ 

千
八
百
九
十
五
年

一

月1

一
十
八
日
の
提
出
に
係
る
國
家
.
一
 

的
强
制
失
業
保
險
法
案
は

1

度
社
會
保
險
委
員
會
に
附

.

一
 

託
せ
ら
れ

^
る

^
、
同

#
員
會
は
之
に
對
し
て.何
等
調
：

S

報
告
を
®

甘
^

、
次
で
千
八
百
九
十
六
年
、
千
八
百 

九
十
七
年
、
千
九
百
,

千
丸
百
ニ
年
、
千
九
苜
三
年 

等
に
於
で
引
續
き
多
數
、の
失
業
保
險
法
案
の
提
出
を
見

j 

杧
る
於
、
遂
に
千
九
百
四
年
に
^
^
弋
此
問
題
は
慚
く 

一
般
の
與
論
を
喚
起
す
る
に
到
6

幾
く
？
な
く
し
て
失 

業
救
濟
基
金
國
馨
助
制
度
創
？

關

す

る

四

法

囊

j 

下
院
に
提
出
せ
ら
れ
、
下
院
は
此
等
の
四
法
案
を
其
保 

險
及
：社̂

^

霧

員

會
■

評
し
：、
同
委
員
會tt
勞
働
‘ 

\ 

紐
合
失
業
基
金
及
失
業
救
濟
の
設
備
を
有
す
る
其
他
の 

機
關
に
對
す
る_
庫
補
助
制
度
の
創
諛
を
議
決
し
、
千 

九
百
四
牢
十
月
二
十

一

日
を
以
<
提
出
し
杧
る
榮
員
會

「

勞

^

^
1の

缺

變

に

甚

ぐ

所

の

救

奪

に

侬

ら

次

る

朱

：
 

業

に

對

し1V
V 一 

■
定

の

馨

諛

警

有

す

る

基

金
f
c對

 

す

る

選

金

。

U

充

つ

る

爲

に

、

千

九

百

五

年

度

の

商

 

務

^

^

算
fe
於V

十

萬

法

の

支

出

を

計

上

す

ベ

し

、

. 

此

金

額
»
最

初

.
t
e
於

て

は

千

九

百

五

年

度

豫

算

の

通

 

常

財

源

中

ょ6
之

を

供

給

す

ベ

く

、

え

.が
分

配
ft
內

 

閣

に

於

て

之

を

；決

定

し

、

此

分

配

に

關

す

る

規

則

は

 

官

報

を

敗

て.之
を

告

示

す

べ'し
1_
_
.

政
府
‘ft

此
下
院
委
員
會0

；

提
案
を
容
れ
、
千
九
百
五 

年
四
月
ニ
十
ニ
日0

財
務
法
に
於
<

「

失
業
救
濟
.の
爲 

に
す
る
補
助
费J

な
る
名
目
必
下
に
、
十1

萬
法
を
.

支
_
 

出
す
る
事
i

な
6

、.
今
同
法
第
五
十
五
條
.の
全
文
を
鐸 

出
す
れ
ば
左
の
如
し
。

「

失
業
救
濟
基
金.
補
助
®

と
し
て
：商
工
郵
便
電
信
省
に 

與
へ
ら
れ
杧
る
豫.
算
額
使
用
方
法
は
、
商
工
：郵
便
電 

信
大
臣
の
署
名
せ
る
布
告
を
以
て
之
を
定
む
、
商
務 

大
61

は
大
：統
領
に
提1
.

し
且
{
2
1#

に
揭
載
す
べ
き
商 

瞥
痛̂

報
中
に
本
業
務
の
狀
況
及
金
分

®1



す
る
記
事
を
揭
上
す
る
を
诞
す
，

i、

:

次
で
千
九
百
五
年
九
月
九
日
、
商
務
大
臣
及
大
藏
大 

S

は
大
統
領u
»

し
て
詳
細
な
る
調
査
.報
告
と
共
に
一 

の
布
吿
案
を
提
出
し
、
該
布
告
案
は
同
日
a

ち
に
大
統
一 

颃
，の
認
可
を
經
て
公
布
せ
ら
れ^

TS、

此
公
布
は
調
靈
一 

報
告
に
於
て
暗
示
せ
ら
れ*

る

、が
如
く
單y

試
驗
的
の 

名
の
に
じ
て
後
日.
の
改
IH

を
期
せ
る
？
の
な
る
名
、
其\ 

第
十
三
條
及
第
十
四
條
を
除
く
外
.

、
公
布
後
今
日
に
至\ 

る
迄
未
だ
何
等
の
變K

を
？
加
へ̂

れ
岁
、
依

然

と

し| 

て
現
行
の
名
の
な6

左
に
其
全
文
を
譯
出
せ
ん

註
怫
國
大
統
領
に
提
出
せ
ち
れ
た
る
報
告
に
就
て
は

B
l
i
n

 

d
e

 

^ O
ffic
e

 

d
ti T
ra
v
a
il, 1
9
0
5
, P
.S
2
0
; 

1
9
0
9
,p
,5
0
5.

を
參

爪
す
ベ
ー
义
以
下
_

出
せ
ん
と
欲
す
る
千
九
辟
五
年
九
月
九
一
 

.

ロ
の
布
吿
は-

同
上̂
^

七̂

ゅ̂

及
芒
莕
君
為
^
に
揭
げ
一

ら
-れ
た
り 

\

第一

條
失
業
の
場
合
に
於
て
届
住
地
救
助
、
旅

費

給
」 

與
、
移
轉
費
支
給
等
の
方
法
に依6
其
組
合
員
を
救 

.

濟
す
る
所
の
基
金
に
し
て
本
布
告
の
定
む
：

.6

條
件
を 

具
備
す
る
名
の
は
、
失
業
基
金
補
助
金
を
受
く
る
事 

を

得

'
國
庫
襯
助
金
は
職
業
め
缺
乏
に
基
く
故
意
に
依
ら
次 

る
失
業
に
對U

V

0

み
之
を
交
付
ず 

第

J
1

條
.

補
助
金
は
左0

基

金

に

對

し

.
て

與

へ

ら

る

'

1

、•
同一

の
職
業
、
若
く
は
特
殊
の
貨
物
を
生
產
す 

る

エ

場

に

屬

す

る

類

似

の

職

業

に

從

^

^

る
所
の 

組
合
員
よ
6

成
る
基
金
に
し
て
少
くi

1
5
P
W

名
の 

組
合
員
を
有
す
る̂P

.

の 

ニ
、
前
項
の
如
き
組
合
員
よ6
或
る
地
方
的
基
金
に 

し
て̂

く
と
名
五
十
名
の
組̂

員
を
有
しa

つ
市 

町
村
よ
6

補
助
金
を
受
け
つ
、
あ
る̂p

の 

三
、
人
口
ニ
萬
人
以
下
の
市
町
村
に
於
て
は
、
各
種 

の
異
れ
る
職
業
に
鹰
す
る
組
合
員
よ6
成
る
地
す 

組
合
に
し
て
市.
町
村
よ
6

補
助
金
を
受
け
、
且
つ 

^

く
と
^p

五
十
名
の
組
合
員
を
有
す
る̂

lc
;
if 

し
て
名
補
助
金
を
交
付
す 

-
四
、
勞
働
組
合
連
合
會
に
侬，
9

旅
費
給
與
の
形
式
に 

於
け
る
救
濟
を
設
備
す
る
爲
に
組
織
せ
ら
れ
‘把
る 

基
金
.に
し
て
各
加
入
組
合
の
ニ
滕
的®

出
金
.

u

依 

4
 V

灕
持
せ
ら
れ
且
此
等
組
合
の
通
常
財
源«
其

103

組
合
員
の
掛
金
よ6

成
る
名
の 

1

乃
至
三
の
基
金
に
就
て»

三
箇
月
を
下
ら
3'
'
る
期 

間
别
镄
き
疋
組
合
員
欠
ら
じ
者
の
み
を
當
該
基
金
に
屬 

す
る
組
合
員
とa

做
す 

-ン
 

第
三
條
各
基
金
は
其
初
度
の
補
助
金
請
求
に
當
6

て
一 

は
其
定
款
及
細
則
の
寫
を
商
務
大
臣
に
提
出
す
る
を

\

喪

す

,

'
 

1 

定
款
及
細
則
を
變E

せ
る
と
き
ft

其

都

度

直

ち

に

之|

を
商
務
大
臣
に
報
告
す
べ
し
. 

I 

第
四
條
基
金
は
失
業
者
に
對
し
て
#
料
にで
職
業
紹
一 

.，
介

を

な

す

を

要

す

 

| 

第
五
條
基
金
は
其
業
務
開
始
後
六
箇
月
を
經
過
す
る；\ 

に
非
^
ば
補
助
金
を
受
く
る
事
を
得
卞
 

一
 

第
六
條
居
住
地
救
肋

^

o
-r
v
f in

 b
o
l}le

 

t
o
w
n
)

を
設

;

備
す
る
基
金
は
其
定
款
反
細
則
に
於
て
、
故
意
に
依
_ 

ら
f

Q

失
紫
の
爲
に
救
助
を
受
く
る
の
權
利
を
有
す
一 

る
各
正
組
合
員
に
よ-
^
<

拂
込
咬
るX

き
掛
金
' 

失 

業
救
濟
金
の
額
及
支
紛
期
間
、
及
び
若
し
務
轉
救
濟 

を
な
ず
と
き
は
其
金
額
等
を
特
に
規
定
す
る
を
喪
す

維 

錄

旅
費
^

^

を
.設
備
す
る
基
金
は
其
定
款
若
く
»
細
則 

に
於V

、

此
等
の•
救
濟
金
算
出
の
方
法
、
救
濟
金
の
最

• 

高
限
額
及
正
組
合
員
若
く
は
第

〗

一
條
第四
®

の
場
合
に 

於
て
は
失
業
者
が
或
一
定
の
期
間
に
於
<
受
く
る
事
を 

%

る
金
額
等
を
特
に
規
定
す
る
を
要
す
。

第
七
條
.
其
外
定
款
若
く
は
細
則
に
は
左
の
規
定
を
包 

&

る
を
K

す

一
、
正
組
合
員
は
各
種
の
救
濟
毎
に
一
以
上
の
失
業 

基
金
に
加
入
す
る
事
を
得
ず 

ニ
、
救
濟
請
求
權
は
基
金
加
入
後
六
箇
月

f

經
過
す 

るu

非
ず
ん
ぱ
發
生
せ̂

三
、
失
業
者
は
基
金'の
*
供
す
る
職
業
に
就
く
事
を

拒

^
事

を

得

卞

 

：

四
、
失
業
者
は
毎®

少
く
と
名
ご1

同
宛
勞
働
勝
間
內 

に
基
金
：の
主
^
る
事
務
所
若
く
は
基
金
の
指
定 

場
所U

備
付
け
ら
るS
帳
簿
に
©
ら
蜃
名
す
る 

を
要
す
、

.

然
れ
共
第
.

〗
一

十
絛
に
定
む
る

委
員
食 

は
基
金
定
款
に
於
て
之i

全
然
異
れ
る
而
名
同

■

一
の
效
カ
を
有
す
る
監
督
方
法
';
'(

殊

に

旅;®
給

.  

m

s
 

、



與
に
關
し
て
忠
め
ら
れ'f
c

る
名
の)

を
採
.用
す 

る

事

を

得- 

.
' 
.

五
、
難
欺
的
方
法
に
依

6

て
救

濟

金

.を

獲

得

し

若

く

，

は

獲

？
^

せ

ん

と

し
^

る

失

業

者

は

其

事

件

の

|̂
:

一 

質

に

依6

、

我«

基

余

ょ6

除

名

せ.ら

れ

、

或\ 

は

一.
定

期

間

其

權

利

を

剝

奪

せ

，ら

る

 

；： 

第
八
條
若
し
故
意
に.
f

次
る
失
業
救
濟
を
受く

る

| 

爲
に
疋
組
合
員
の
狒
込
め
る
掛
金K

持
別
の
帳
®

VC

一
 

登
錄
せ
ら
れ
次
る
と
き
は
、
基
金
は
第
十
一
傑
に
定

\ 

ci

>
る
條
件
を
充
足
す
る
を
要
す
 

.

|

 

故
意
に
依
ら
:̂

る
失
業
に
對
す
る#

用
の
計
算
は> 

一
 

基
金
若
く
は
龃
合
の
其
他
の.目
的
に
#

す
.る
*

¥
を

全

| 

然
區
別
す
る
を
要
す■ 

一

第
九
條
失
業
救
濟
金
於 

ー
S

一
法
を
迦
過
す
る
と
き\ 

;

ね
、
之
に
對
す
る
補
助
金
は
ー
日
ニ
法
を
基
礎
と
し

j 

て
算
出
せ
ら
る
、
名

の

と

す

( 

r

M

條

若

し

失

業

^
^
期
間
财
各
十
一
一
箇
月
に
»
し 

て
六
十
日
を
超
過
す
る
と
き
は
之
に
對
す
る
補
助
金 

は
六
十
日
.

の
間
各
失
業
者
に
對
しV

與
へ
.

ら
る
、
救

.

濟
金
に
基
き
て
算
出
せ
ら
る
ベ
し 

第

十I

條
' 

基
金
呔
過
去
六
箇
月
間
に
於
て
其
茁
姐
合 

麗
の
故
意
に
依
ら
次
る
失
業
に
對
し
て
娜
込
め
る
®
 

金
が
失
業
者u

對
し
て
與
へ
ら
れ
女
る
救
濟
金
の
少 

く
と
名
三
分
の一

に
.

相
當
す
る
場
合
に
於
て
の-
み
、

.

該
六
箇
月
湖
に
對
す
る
補
助
金
を
受
く
る
事
を
#
 

‘伹
し
例
外
的
方
法
と
し
て
、
基
、金
於
其
準
備
金
に
對 

し
て
徵
收
し
杧
る
金
額
は
之
を
徵
收
掛
金
額
に
加
*
 

す
■.る
事
を
得

第
十
二
條
補
助
金
額
は"

該
六
箇
"
間
に
於
て
各
基 

金
が
其
定
款
の
定
ひる
所
に
依
み
本
布
告
第
九
_
及 

第
十
條
の
規
定
の
下
に
支
娜
び
允
る
救
濟
金
總
額
の 

1

六
%

を
*
過
す
る
事
を
得
玄 

'

此
#

高
限
額
は
其
業
務
：の
籁
圓.舣
一
一
一
縣
以
上
に
わ^ 

6

a

つ
少
く
と
？
千
名
以
上
の
正
組
合
員
を
有
す
る
基 

金
.
.に
§*

し
X.
.

は
更
.

に
其1

,

一
分0
,
' 

I
.

を
增
加
.せ
ら
る
ベ
し 

第
十
三
條
.
則
務
法
に
依
公
て
支
出
せ
ら
れ
お
る
豫
算 

金
額
は
之
を
一
一
等
分
し
各
半
箇
年
に
之
を
分
酣
す 

商
務
大
ぼ
は
此
等
の
各
半
箇
年
に
對
し
て
、
第
十

J
:l

105

條
の
規
定
f
c
從
.

ひ
、-
該
支
出
金
額
を
谷
基
金
'の
間
に
分 

酣
す
べ
き
*

を

定
ひ
ベ
し
、
.此
決
定
は
官
報
及
勞
働
局 

報
^
於
て
之
を
公
表
す

(

灰
條
は
千
九
苗
六
半
四
月
二
十
日
の
布
告
に
依
リ
て
改
正
せ
ち
れ
忆 

る
达
の
なSS) '

.
 

一

第
十
四
條
獅
助
金

.

額
は
補
助
金
の
支
拂
は
る
べ
き
半

\ 

箇
年
期
の
最
終
田
に
續
く
六
箇
月
期
間
に
於
ず
-

省

令

ZZ
 

.

を
以

\

^

之
を
忠

0

.
 \ 

支
出
金
額
は
前
項
に
規S

す
る
^
令
の
日
附
を
限
界
一 

と
しV

.

之
を
決
定
す
る
名.

の
と
ず

.
，.
.
.
：

 

\
(

木
條
0
亦
千
九
西
六
年
四
刃
ニ
十

W

の
布
告
に
侬
リ
畋
正
せ
ら
れ̂

i. 

る
豸
.の
な=

o

 

• 

一

第
十
五
條
各
半
箇
年
期
後
六
週
間
以
內
に
、
谷
基
金：\ 

は
左
の
事
項
を
表
示
す
る
所
の
相
當
證
明
を
經
杧
る

\ 

1

覽
表
を
其
業
務
轨
行
者
の
手
を
經

V

提

出

す

る

をj 

•M

す
。
 

, 

J 

r

正
組
合
員
の
數
、
若
く
は
第
二^
^

四
®
に
包 

舍

せ

ら

る

、
：

|

2

^

の
場
合
に
於
<
»
加
入
組
合
の 

.

數 

_ 

. 

,

雜
-

錄

ニ
、
掛

金

收

入:

;

1 

一
.r

雜

收

入

四
、，
失
業
者
數
、
失
業
日
數
、
及
居
住
地
救
濟
金
支 

出
總
領

.
五
、
移
轉
及
旅
費
給
與

Q
.

ロ
數
诞
に
金
額 

1
C、

當
該
半
®

年

期

に

於

て

^

^

金

を

支

給

也

ら

れ
 

.
把
る
失
業
者
の®

基
金
於
若
し
數
部
に
分*

る
、
と
き
は
各
部
に
對
す 

る
實
料
を
提
供
す
べ
し
、
'叉
準
備
金
を
有
す
る
基
金
に 

扣
6

て
は
該
準
備
金
狀
況
を
名
記
載
す
ベし 

第
十
六
條
基
金
於
部

■

內
に
對
し
て
ft

算
書
を
公
表
す 

る
名
の
な
る
と
き
は
、
主
務
大
辟
の
饊
可
を
得
且
つ 

失
業
基
金
委
員
食
の
決
定
を
經

V
、

該
計
算
書
0

寫
.
 

を
以
て
前
條
の
，報
告
に
代
ふ
る
事^

得

.

.
此
計
算
書 

»
細
目
の
事
項
を
包
合
す
る
を
要
す 

第

十

七

條

，各
計
算
に
於
て
《
、
失
業
者
に
支
拂
は
れ 

杧
.

る
金
額
に
#
す
る
谷
受
領
證
の

一

片
若
く
は
斷
片 

を
以
て
' 

之
を
證
明
す
る
を
要
す
、
此
受
領
證
ぬ
文
出 

を
證
明
す
る
，
^

必
要
な
る
總
て
の
事
®
を
含
む
を
要

,
、

,

二
三1



雜 

錄

.1 

す
第
十
八
條
.

第
八
條
第
=

j

項
及
第
十1

條
は
旅
«
給
與 

の
み
を
設
備
ず
る
基
金
に
は
之.1
:
通
电
せ
^

第
十
九
條
基
金
は
商
務
大S

よ
6

尋

問

せ

ら

る

、
事

j 

あ
る
べ
き
事
項
に
對
し
て
之
於
說
明
を
同
大
臣
に
提

\ 

出
す
る
を
®

す
、
又
或
場
合
に
於
く
は
同
大
臣
り
審 

资
の
資
料
に
供
す
る
爲
め
に
故
爲
に
依
ら
次
る
失
業

I 

に
關
す
る
特
別
計
算
書
を
提
出
す
る
の
義
務
を
負
ふ 

誰
欺
的
行
爲
を
な
せ
る
墓
金
に
對
し
て
は
、
委
員
#

の
上
申
に
某
；き
商
務
省
令
を
以
て
其
補
助
金
請
求
權
一 

を

1

滕
剝
奪
す
る
事
あ
る
べ
し
。

 

I

 

此
の
如
き
上
申
を
な
す
に
當A, 
V
S

、
番

員

食

は

先\ 

づ
當
該
基
金
の
業
務
執
行
者
よ
ろ
口
頭
若
くId
文

書
\ 

に

依

る

辯

明

を

求

む

る

を

要

す1 

j

第
二
十
絛
左
の
委
員
よ6
成
る
所
の
失
業
基
金
委
員 

會
を
設
置
す
。
 

一

各

一

名
宛
の
上
下
爾
院
議
員
、
勞
働
局
長
、
保
險
及 

'

會
社
救
濟
局
長
若
く
は
其
代
理
者
、
#
計
局
長
昔
く 

は
其
代
理
者一

名
の
財
1

督

罾

、
_
勞

働

局

次

長

四

,
 

■

三

:

名
の
失
2

金
代
表
者
、

；.

，第
.ニ
十
'
.一
條
、失
業
基
金
委
員
會
の
各
委
員
は
毎

^

^
 

務

大®
^

依
-

C
N

て

任

命

せ

ら

る

ベ

.
し 

本
委
員
會
の
職
務
の
細
目
は
省
令
を
以
て
之
を
定
ひ 

第
二
十
二
條
本
業
務
及
補
助
金
分
酏
に
關
す
る
年
報 

は
官
報
及
勞
働
局
報
中
に
之
を
揭
載
す
べ
し 

第
二
十
三
條
千
九
百
五
年
度
に
對
じ
て
は
經
過
的
方 

法
と
し
て
、
商
務
大
臣«
委
員
會
の
上
$
に
基
气 

各
基
金
に
對
し
で
本
布
告
中
の
或
規
定

(
r

若
く
は 

數
規
定)

の
適
用
を
除
外
す
る
事
を
得

以
上
は
与«

基
金
補
助
に
關
す̂
布

告

の

全

文

を

輝
 

出
せ
る
名

の

な

る

奴
、
此
響
の
規
定
中
最
重要
な

る

は
 

補
助
を
受
く
ベ
き

失
業
の
範
i®
y

關
す
ふ

、，

p

の
に
し
て 

本
布
告.
に
於
て
は
此
の
如
き
失
業
は
就
業
機
會
の
缺
乏 

に
基

く

失
業
な
ら̂

る

可

ら

.-
}--
K
i

せ
A
V

、
卽
ち
機
嘁
リ 

破
損
、
工
場
の
燒
失
等
に
基
く
失
業
は
當
然
包
合
せ
ら
- 

る
ベ
く
、
其
他
同
盟«

エU

加

入

せ?'
'
•
る

勞

働

者

に

し
 

て

而̂
-̂

他

の

麗

人
_

の

同

盟

罷
.

エ

の

爲

に

自

ら

-
業

務

を

失
 

へ
る
名
の
？
亦
所
雨
故
意
に
依
ら
^
る
失
業
者
と
し
て

107

'取
极
は
る
、
而
し
<
補
助
を
受
く
べ
皂
救
濟
の
種
類
に 

就
て
»

本
布
告
は
普
通
失
業
救
濟
金
、
'
旅
費
綸
與
及
移 

轉

救

费

給

與

の

三

形

式

を

認

め

杧

ク,

補
助
を
受
く
る
爲
に
基
金
の
具
備
す
べ
き
條
件
は
主
一
 

と
し
て
其
業
務
組
織
に
關
す
る
名
の
に
し

V
、

人
口
ニ 

萬

人

以

节

の

市

町

村

!/
:
:
あ

る

名

の

を

除

く

外
、
此

等

の
一
 

基

金

は

1

、
同
一
種
類
の
エ«
*

く
は
職
業
に
從¥

す
.る
豸 

の
よ
6

成
立
す
る
匕
と 

一

一
一
、
：
少

く

と

^p

百
名
の
組
合
員
を
有
す
る
こ
と

三
、
組
合
員
は
一
定
の
失
業
掛
金
を㈱
a

む
こ
と

四
、
基
金
に
於<

無
料
に
<

勞
働
紹
介
，を
行
ふ
こ
と 

の
四̂
^
件
を
充̂

さ
^

る
可̂
^
す-
、
而
し
<

此

等

ン

中| 

最
重
耍
な
る
は
第一

の
絛
件
に
し
て
、
此
規
定
に
依6

一
 

て
除
外
せ
ら
れ
る
組
合
は
主
と
し

V

慈
善
的
組
合
に 

し
て
救
助
の
目
的
於
勞
働
者
間
に
自
助
の
精
神
を
鼓
吹

\ 

す
る
に
在
る
以
上
は
此
の
如
铥
組
合
の
除
外
»

必
ず
1

丨

之
を
不
當
な6

と
云
^

可
ら
^
、
加
之
職
業
に
某
き 

て
組
離
せ
ら
れ
た
る
組
合
の
組
合
員
は
總
<
同
一
の
失

業
危
險
に
腸3

る

、
名

の

に

し
v

之
が
掛
金
は
總V

の 

組
合
員
に
對
しV

同
一
の
率
に
依
る
事
を
#
る
の
利
益 

あ
6

0
 (

未
究)


